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箇□危だとも
参 院 選 予 定 候 補
(宣童巨ヨ上ヒ竹刊優三)

を 迎 え て の 県 集 会
・
市民団体、立憲野党から7人がマイクリレーに

5月 2 6日 (日 )立
った。マイクをもつ社民党 ・宮日代表

自
治
体
選
挙
を
終
え
て
４
月

２７
日
、

岡
山
駅
前
で
市
民
と
野

党

の
合
同
宣
伝
を
行
な
っ
た
。

当
日
は
冷
た

い
風
の
中
、

お
か

や
ま

い
っ
ぽ
ん

。
社
民
党
な
ど

７
人
が

マ
イ
ク
リ
レ
ー

で
９
条

改
憲

ス
ト
ツ
プ
を
訴
え
た
。

「
暖
か

い
風
が
全
国
で
吹
き

始
め
た
、

と

い
う
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
成
果
を
強
調
し
て
も
、

ウ

ソ
は
明
ら
か
。

６
年
前

の
安
倍

政
権
発
足
か
ら
、

特
定
秘
密
保

護
法
、

戦
争
法
、

共
謀
罪
と
あ

費
、

年
金
削
減
、

消
費

“

税
増
税
な
ど
、
平
和
や
¨

生
活
が
脅
か
さ
れ
て
き

”

た
。

国
民
に
目
を
向
け

¨

た
政
治
を
取
り
戻
そ
う
」

．

（
社
民
党

・
目

日
代
表
▼

「
働
き
力
改
革
」

「
入
管
法
・

改
悪
な
ど
、

多
く

の
課
題
を
積

み
残
し
て
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト

の
な
か
、

県
下
の
メ
ー

デ
ー

で

連
帯

の
挨
拶
、

メ
ツ
セ
ー

ジ
、

＜
も

の
の

団
結

で
、

生
活
と
権

利
、

平
和

と
民
主
主
義
を
守
ろ
う
」

「
安

倍
９
条
改
憲

ノ
ー

の
声
を
あ
げ

よ
う
」

の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
た
。

（
写
真
上
４
／
２
９
連
合
岡
山

下
５
／
１
県
中
央

メ
ー

デ
ー
）

統

一
自
治
体
選
挙
は
、

党
県

連
合
が
推
せ
ん
し
た
岡
山
市
議

選

・
中
区
で
下
市

こ
の
み
さ
ん

が
勝
利

（
写
真
上
）
、

全
国
で

も
空
白
区
の
解
消
、

若

い
新
入

が
勝
利
す
る
な
ど
前
進

し
た
カ

を
７
月
参
院
選

へ
つ
な

げ
ま
し
よ
う
。

ま
た
、

衆
院
沖
縄
３

区
補
選
で

「
オ
ー

ル
沖

縄
」

の
屋
良
さ
ん
が
当

選
、

知
事
選

・
県
民
投

票
に

つ
づ
き
、

沖
縄

の
民
意
が

三
度
勝
利
し
た
。

改
憲
阻
止

ヘ

大
き
な
力
を
示
し
た
。

毎
月

‐９
日
の
安
倍
改
憲

ス
ト

ツ
プ
総
が
か
り
行
動
も
３
年
半

を
過
ぎ

て
岡
山

で
、

全
国
で
続

け
ら
れ

て
い
る
。

党
県
連
合
も

毎
月
街
頭
に
立
ち
、

４
月
２４

日

も
雨

の
中
、

沖
縄

・
衆
院
補
選

で

「
辺
野
古
埋
め
立

て
ノ
ー
」

の
勝
利
に
触
れ
な
が
ら
、

民
意

と
く
に
、

防
衛
費
拡
大
を
続

け

「
９
条
改
憲
」

な
ど
、

７
月

参
院
選
で
改
憲
勢
力
に
３
分

の

２
を
与
え
な

い
た
め
野
党
共
闘

の
重

要
性

を

訴

え

、

「
頑
張

っ
て
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

ま

で
は
連
体

の

一
部

で

し
か
な
か
っ
た
５
月
３

日
の
憲
法
記
念
日
。

現

行
憲
法
は
１
９
４
８
年
５
月
３
日

施
行
か
ら
７
１
年
目
、

人
間
で
言

え
ば
古
希
を
過
ぎ
た

こ
と
に
な
る

▼
改
憲
派
か
ら
は
、

こ
れ
ま

で
変

え
ら
れ
な
か
っ
た
憲
法
は

「
古
来

希
な
り
」

の
代
物
も
、

人
間
も

い

ま
や

「
７
０
歳
８
０
歳
は
ま
だ
ま

だ
若
造
、

９
０
歳

で
や

っ
と

一
人

前
」

と
言
わ
れ
る
時
代
に
、

憲
法

の
頑
張
り
も

こ
れ
か
ら
か

▼
だ
が
、

よ
く
見
る
と
、

歴
代
政
権
が

「
違

憲
」

と
し
て
き
た
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
容
認
が
安
倍
内
閣

の
閣
議

で
認
め
ら
れ
た
り
、

世
界
有
数

の

「
戦
力
」

を
保
持
し
、

空
母
や
核

す
ら
否
定

し
な
い
な
ど
、

解
釈
改

憲
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

名
実
と

も
に
平
和
主
義
か
ら

「
戦
争

で
き

る
国
」

へ
の
脱
度
を
図
ろ
う
と
し

つ
ぎ
は
、

「
９
条
改
憲

・
自
衛
隊

の
明
文
化
」

だ

▼
憲
法
‐２

条
に
は

「
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る

自
由
及
び
権
利
は
、

国
民
の
不
断

努
力
に
よ
っ
て
、

こ
れ
を
保
持

し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」

と
あ
る
よ

う
に
、

　
一
人
ひ
と
り
が
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

や
っ
ぱ

り

「
戦
争

す
る
国
」

を
次
世
代
に
引
き
継
が

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

　

（
の
）

一
定

例

学

習

口
読

者

会

一

「
新
報
」
読
者
会

　

　

　

　

　

¨

”　
５
月
４
日

（
第
２
火
）

１
８
時

葛
之
町

「
時
事
問
題
懇
話
会
」

¨

　̈
５
月
２４
日
（
月
末
金
）
１
８
品

※
聴
き
た
い

。
話
し
た
い
人
歓
遡

”
い
す
れ
も
岡
山
社
会
文
化
会
館

ら
ゆ
る
悪
法
を
数
で
強
行
。

民

　

「
追
求
隠
し
の
大
臣
日

¨

主
主
義
が
壊
さ
れ
て
き
た
。

ア
　

程

の
即
日
破
棄
な
ど
と

¨

べ
政
治
を
変
え
る
に
は
、

た
か

　

ん
で
も
な
い
国
に
な
っ

¨

が

１
票
で
も
、

　
一
人
ひ
と
り

の
　

て
い
る
。

民
主
主
義

の

¨

１
票
が
変
え
る
力
に
な
る
」
　

　

根
本
が
お
か
し
く
な
っ

¨

（
い
っ
ぽ
ん
吉
岡
共
同
代
表
）

て
い
る
」

と
、

安
倍
政

¨

「
安
倍
政
権

下
で
防
衛
費
が
増

　
強
旭
を
批
判
、　

政
治
を
変

¨

加
を
続
け
る

一
カ
、

生
活
保
護

　

え
よ
う
と
訴
え
た
。

　
　
一

14:30～

岡山勤労者福祉センター
当日のスケジュール
14:00開 場(受付)
14:30開 会あいさつ
14:40参 院選の情勢と改憲発議阻止!
15:30参 加者とのディスカッション
15:50閉 会
16:30～17:00街 頭からの訴え

党県連含活動日誌
4/上 旬 下 市このみ選挙事務所応援
4/7  県 議 ・岡山市議選挙 投 開票
4/14 岡 山地区労女性協 ・映写会 。ライフ

4/15 さ よなら原発実行委 (武本)
4/19 総 がかり行動 (マツキヨ前)
4/21 お かやま労働安全センター総会 ・講演
4/21 1・ 2区統一行動
4/22 4区 支部宣伝カー街宣 ・新報配布
4/24 定 例党街頭宣伝 マ ツキヨ前
4/25 国 労岡山4・25集 会
4/26 高 梁地区メーデー (宮田)
4/27 市 民と立憲野党含同宣伝 マ ツキヨ前
4/29 連 合岡山メーデー

5/1 県 中央メーデー・津山地区メーデー (宮電)

品覇躍轟灘顕韻韻翻灘簿甲。
陀鞠
輔れば
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か
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5/1918:00～ マツキヨ前
ストップ戦争法総がかり行動

5/2218:00～ マツキヨ前
社民党定例街宣

5/818:00岡 山国際交流C

憲法施行72周年記念集会
平和フォーラム:藤本代表請演
主催:岡山平和センター


